
冬期、南岸低以外、例えば気圧の谷の影響などで関東に雪が降るとき

これはMSMの時間降水量予測値です。通常、モデルの予測は、時間降水で見ていますが、この場合、時間降

水が少ないので、どこでどれくらい降るのか、はっきりしません。この場合、どこで降りやすいのか、わかり易く

するため、時間降水量を積算させた、積算降水量でみるとわかり易くなります。

関東など、冬期、通常は無雪地域では、少しの降雪で、さまざまな影響が出ることがあります。たとえば、気圧

の谷の通過で雪が予想される場合、こんな見方をすると、わかり易くなる一例を紹介します。



③で、こちら。これはMSMの時間降水量を１８時間積算した予測値です。これで、丹沢・奥多摩・秩父方面や、

外房から鹿島方面で多い予測になっていることがわかります

あと、降水予想が３時間ごと、とかそんなお客さん向けにも使えたりしますね。

①表示要素の選択で、降水の右にあ

るΣＲにチェックを入れる

②積算する時間が選べるので、積算

したい時間を選択


